

















































































































































土から花粉を取り出す手順　　10 遠心分離機にかけ、水で濯ぐ　9 アセトリシス液を用いて不要な植物片を溶かす　8 花粉が含まれる7の上部のみを取り出す　 7 遠心分離機にかけて、比重が軽い花粉を上部に分離させる　 6 比重の高い塩化亜鉛溶液を入れて混ぜる　5 水が透明になるまで4を繰り返す　4 水を入れて
約2時間放置し花粉を下に沈め、上の濁った水を捨てる　3 10%水酸化カリウム水溶液を入れて土をほぐす　2 処理に必要な約15gの土を計りとる　1 遺跡で 採取した土の塊
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FA アカマツ（マツ属複維管束亜属）　B スギ　C コナラ（コナラ亜属）　D アカガシ（アカガシ亜属）　E アラカシ（アカガシ亜属）　 F イネ科
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がまとめた地点データに一部加筆し、ETOPO1 Global Relief 
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1.安満 2.今城塚古墳 3.玉櫛 4.東奈良 5.穂積 6.小倉東 7.津田 8.東倉治 9.有池 10.上私部 11.私部南 12.
上野山 13.茄子作 14.讃良郡条里 15.蔀屋北 16.巣本 17.北島 18.鬼虎川 19.池島・福万寺 20.瓜生堂 21.
若江北 22.新上小阪 23.山賀 24.小阪合 25.宮ノ下 26.志紀 27.田井中 28.森ノ宮 29.大坂城 30.新家 31.
久宝寺 32.亀井 33.長原 34.加美 35.西大井 36.楠木石切場 37.瓜破 38.南住吉 39.難波宮 40.大坂城下町 
41.丹上 42.太井 43.狭山池 44.小阪 45.伏尾 46.大庭寺 47.野々井 48.池上曽根 49.軽部池西 50.三田 
51.芝ノ垣外 52.大場 53.イモリ池（遺跡でない） 54.津知 55.本山中野 56.上ノ島 57.蛍ヶ池西 58.新池 59.三
日市 60.大和川 今池 61.安松田 62.大庭寺 63.東浅香山 64.四ツ池 65.下田 66.住友銅吹所 67.新池 68.上
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